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第 19 回　白梅保育セミナー
　　　　いま保育に問われていること
　　　　　　　　～新しい時代の保育の質を探る
2013 年 12 月 1 日（日）
　白梅保育セミナーは，保育研究・保育者養成の
長い伝統をもつ本学が，その思いと力を外部に発
信してきた取り組みである。今回は，教育・福祉
研究センター運営委員としては松本園子が担当
し，子ども学科松永静子・市川奈緖子，発達臨床
学科佐久間路子，保育科花原幹夫・長井覚子の各
氏が，セミナー運営委員として企画段階から準備
にあたった。
　今回のセミナーは，保育の新しい時代に直面し
ているという問題意識のもとに企画された。ひと
つは，自然と社会環境の変貌のなかで，保育の対
象である子どもたちの生活と育ちが変化している
ことであり，いまひとつは 2015 年度施行の子ど
も・子育て支援法体制により，保育のシステムが
大きく変わろうとしていることである。こうした
時代に，子どもたちのよりよい育ちをもとめ日々
の実践をすすめていくために，多面的に，かつ突っ
込んだ学びの場にしたいと，三本の全体講演と，
二つの分科会を設定した。
　全体会１では，保育の新システムの全体を理解
すること，全体会２では新しい時代の保育の質が
どうあるべきかを考える機会とした。また本セミ
ナーで分科会として継続的にとりくんできた東日
本大震災と保育の問題を，今回は全体で共通理解
の課題とするため短時間であるが全体会３として
設定した。
　分科会１は，実践報告から学び，子どもの力，
保育の面白さについての認識をふかめること，分
科会 2 は新システム実施により予想される様々な
事態を考えつつ , 保育のこれからについて検討す
ることを課題とした。
　多くの参加者が ,　朝から夕方まで熱心に聴
き，討議し，大変有意義なセミナーであった。以下,　
全体会，分科会の内容についてまとめておきたい。
全体会１　改正認定こども園法と資格認定システム
　講師　無藤隆（白梅学園大学教授）　　
　　
　新制度準備の中心メンバーである無藤氏から
「子ども・子育て支援新制度にむけて」と題して，
現段階の状況について以下の内容で報告していた
だいた。
○新制度における用語について
　幼稚園は学校教育法の学校，保育所は児童福祉
法上の児童福祉施設である。「保育」は本来的に
保育所の保育をさすわけではなく，家庭その他で
子どもを愛護し養育することを指す。「教育」は
単に教育という場合は発達の支援，「学校教育と
しての幼児教育」という場合は，幼稚園及び幼保
連携型認定こども園でなされる幼児期の学校教育
を指す。
○新制度実施の財源とスケジュール
　安定財源は消費税 10％として 7 千億，それ以
外の 3 千億はまだめどがついていない。　　　
　スケジュールは，2013 年度末までに「公定価
格」の骨格を決め，5 月くらいまでに各園の意向
調査，7 月くらいまでに市町村の 5 年間の計画を
策定し，需要を上回る供給を確保する。
○新制度は何をめざすのか
　第一に量的拡充であり，都市部での待機児童を
解消し ,　潜在保育ニーズを充たす。大都市以外
の少子化が進んだ地域では認定こども園により幼
保を統合し，地域型保育で補う。
　第二に質的向上であり，職員の増加や待遇改善
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（特に経験者），幼保連携型こども園の保育要領
策定 ,　保育の反省・計画・準備・研修の時間の
確保をすすめる。
○幼稚園にとって認定こども園への転換は
　預かり保育をやっている園は認定こども園への
転換により保育所としての補助金が得られる。5
年計画の中で，希望する幼稚園は認定こども園へ
の転換が認められる。預かり保育は「一時預かり
制度」の導入で維持される。預かり保育が必要な
い園は旧来型の幼稚園として私学助成をうけるこ
とができるが，新制度の方が財源としては安定し
ている。
○保育所にとって認定こども園への転換は
　保育所にとってはさほど大きなメリットもデメ
リットもないが，メリットは親の就労等の事情に
よらず，子どもを一貫して預かれること（母親の
休職中も）。名実ともに「学校教育」としての幼
児教育を実施できること。研修時間や教材費を確
保しやすいこと。
○公定価格　
　大原則は現在の補助金を減らさないこと。年齢,　
時間に応じた単価（保育者は 8 時間勤務が原則）
人件費，施設の減価償却費，少人数の園への加算
などにより決める。
○保育料は，すべての幼・保・認定こども園で応
能負担とする。幼稚園の公私格差は是正していく。
○質の向上
　3 歳を中心に保育者ひとりあたりの子ども数の
減少。高い資格 ,　経験のある保育者の優遇，勤
務時間内での教材準備や園内研修の時間の確保，
幼保連携型認定こども園保育要領による質の統一
化。自己評価の導入。小学校との接続を「学びに
向かう力」( 集中力・工夫力を発揮できるよう )
を中心にすすめる。
　以上の報告をうけて，参加者から，保護者が希
望したところに入れるのか，東京都の認証保育所
はどうなるのだろうか，など現場の立場からの質
問がだされ，講師から回答があった。
全体会２　新しい時代の保育の質を探る
　講師　大宮勇雄（福島大学教授）
　　
１，なぜ「保育の質」なのか？
　「保育の質」がしばしば話題になるが，そのと
らえ方は人によって違い，保育所保育指針にも定
義がない。以下のアメリカにおける長期追跡研究
ペリープリスクールプロジェクトの結果は，保育
の質とは何かについて示唆を与えてくれる。
　経済的に厳しい条件下のアフリカ系の子どもを
対象に，ペリープリスクールで，3 ～ 4 歳児 6 人
に保育者ひとり，半日の質のよい保育が実施され
た。この保育を受けた子どもと，受けなかった
子どもの，その後の人生を 40 歳になるまで追跡
した研究である。得られた結果は①質の良い保育
は子どもの人生をかえる，②乳幼児期の育ちは人
生全体にわたって影響すること，が明確に示され
た。例えば，保育を受けた子どもは，受けなかっ
た子どもと比べ，自分から進んで学ぼうとする青
年に成長し，学校を中退したり，犯罪者になった
りする比率が低かった。
　子どもの成長は社会に大きな利益をもたらし，
社会的な投資額を大きく上回る「効果」が得られ
ることについてはいくつかの報告がある。就業確
保 ,　親にとっての利便性という面からだけでな
く ,　子どもの視点からの「質」が重要である。
　20 世紀後半の保育研究・実践の到達点は以下
の通りである。
　①保育の社会的意義が実証された（子どもの成
長が社会に利益をもたらす）
　②保育の質はすべての子どもに保障されるもの
（お金を払えばではなく，どの園でも，どう
いうタイプのところでも）
　③保育の質は子どもの視点で追求されるべきも
の
　④保育の質のもっとも有効な向上方策は条件改
善（国・自治体のレベルで）
　⑤積極的な意味で学校教育との接続という課題
をとらえる（ペリープリスクールにおいて，
報
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保育を受けた子どもは必ずしも学校の成績が
よかったわけではない。しかし，学ぶことへ
の能動性が育てられた）
２，政治の中の「保育の質」
　これほど質がいわれながら ,「質」はいっこう
に改善されない。日本の戦後の保育所が一定水準
を保ってきたのは，公的保育制度（児童福祉法）
があったからであるが，新制度は「質」を掲げな
がら，質の切り下げを促すのではなかろうか。
　幼保連携型こども園構想は，幼稚園機能 = 幼
児期の学校教育 ,　保育所機能＝保育を必要とす
る子どもの保育となる。本来幼児教育は書きコト
バをつかわないものであるのに「質の良い幼児教
育」が書きコトバを使う「学校教育」と言い換え
られた不幸がある。幼稚園は学校だったが ,　学
校教育ではなかった。
　また ,「質の良い保育」が子どもの視点から定
義されなかった不幸がある。保育所のよさが「長
時間保育」へと矮小化され，保育所のすべての時
間 ,　活動のなかにある「大切な育ち」が無視さ
れ，蓄積されたケア実践が継承されない恐れがあ
る。
　新自由主義による乳幼児期の再定義がなされ，
「結果の質」の強調 ,　すなわち「質」の評価に
よる方向付けで，学校に行ったときどういう子に
なるかが重視され，乳幼児の育ちもその方向で評
価する動きがでてくる。一方「構造の質」がネグ
レクトされる。
３，対抗的キーワードとしての保育の質
　OECD の“ Starting Strong “2001 は乳幼児期
を「準備」としての子ども時代であるとともに，
それ自体が重要な段階としての子ども時代である
とし，子どもは自ら意欲をもって学ぼうとしてい
る有能な学び手であるとする。
　子どもの権利条約の子どもの意見表明権は，子
どもたちの意見は傾聴に値するものであり，子ど
もは声を聴く大人によって自己の意見を形成す
る，という新しい子ども観を示している。
　大切な育ちをどうとらえるか，ニュージーラン
ドのテ・ファリキ「学びの物語」では，次の５つ
の学びの構えをあげている。
　・関心をもつ
　・熱中する
　・困難に立ち向かう
　・コミュニケーション
　・責任を担って行動する 
　乳幼児期の学びとその場を守ることが大切であ
る。
　最後に，資料末尾に掲載の実践事例により，乳
幼児の学びのありかたが示された。
（以上　松本）
全体会３　子どもたちは震災後を生きています
　　　　　〜被災地における園生活と保育の工夫
講師　天野珠路（日本女子体育大学准教授）
　東日本大震災から 3 年，甚大な被害を受けた中
で「保育所は子どもの命を守りぬいた」と称され
ている。講師の天野氏は震災直後の 5 月，いち
早く保育所を訪れ，どのように守り抜いたのか，
『３．１１そのとき保育園は』（岩波映像制作）で
映像記録をとり，検証されている。１つ目は綿密
に計画を立て実施していた毎月の避難訓練の成果
であり，2 つ目は迅速かつ適切な対応と避難（高
台や建物の屋上などへの避難など）園長の的確
な判断と職員間のチームワークのとれた行動であ
る。3 つ目は避難先での厳しい状況を乗り切るた
め保育士の専門性を発揮した支援である。これら
の検証から各地域でも防災対策の見直しを行い，
日常の保育でも安全な保育を実践していくことが
何よりも重要であると述べられていた。さらに映
像記録に残された各保育所のその後の様々な状況
報告があり，それによるとほとんどが保育を再開
しているが，課題もそれぞれ抱えながらの厳しい
状況であることがわかった。
　未だ仮園舎や仮設での保育を余儀なくされてい
たり，がんばっていた園長や職員が疲れから退職
なども出ているという。福島は度々除染を行わな
報
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ければ戸外での保育の安全を保障できなかった
り，外遊びの制約も続いている。天野氏はこのた
び続編『希望をささえる』（岩波映像制作）にも
取り組まれ，復旧，復興までの長い道のり～子ど
もと保護者をささえる保育者の奮闘，支える人を
支える，人・ネットワークの必要性～について，
まとめられている。この中で天野氏は「子どもの
命を守る」保育者の意識の高さを改めて指摘して
いた。これらは日々の保育実践の積み重ねと職員
の良好なチームワーク，協働によるものであり，
日常性と継続性に裏打ちされた保育の知識・技術
を保育者間で確認し，保護者や地域に明示してい
くこと，制度改革の中で児童福祉や保育の理念，
子どもの最善の利益を具現化することでなし得る
ものであり，今後も継続していくべきであるとま
とめられていた。保育者はまさに『希望をささえ，
つなぐ人』であると感じた。
（松永）
　　
分科会１　保育ってやっぱりおもしろい
　　　　　　　　〜子どもの探究心と保育実践
話題提供者　利根川彰博 ( あんず幼稚園主任）
妹尾正教（仁慈保幼園園長）
雲島絵美（仁慈保幼園 3，4，5 歳児クラス）
　
　分科会１では，参加者とともに子どもの探究心
について考えあうことを目指し，子どもの「なぜ」
「どうして」に丁寧に向き合い，保育を作り上げ
ている２人の先生方に報告していただいた。
　まず，あんず幼稚園の利根川彰博先生には，年
長児の「制作展・まちの遊び」の木工活動での子
どもの姿を中心に，子どもの「発見」を「探求」
へというテーマで報告していただいた。木工活動
を通して，子どもが様々な素材や道具と出会うな
かで感じる「不思議」や「発見」。それらは，子
どものつぶやきに現れる。例えばのこぎりで木を
切る振動（じんじん…），切った後の木の断面な
どを，子どもが自ら発見し，その発見を子ども自
身の言葉で表現している。その子どもの小さな発
見を聞き逃さず，耳を傾け，そこから活動を広げ，
探求するおもしろさにつなげていく。これらの過
程を支える保育者の姿勢を学ぶことができた。
　続いて仁慈保幼園園長の妹尾正教先生から幼保
園のご紹介の後，雲島絵美先生から幼児縦割りク
ラスの万華鏡の取り組みについて報告していただ
いた。万華鏡を回すと模様が変化するというある
子どもの気づきを，他の子どもたちに言葉で発表
したが，万華鏡それ自体は一人ずつしかのぞけ
ず，その模様の変化や背景の変化を，他者とオン
タイムで共有できない。そこで万華鏡の模様を映
像として残し，プロジェクターでスクリーンに投
影するという大人だからこそ考え得るアイディア
を提案し，万華鏡映画館を開催し，他者と映像を
通して共有することができた。そして万華鏡の模
様と子どもの知識や興味が結びつき（この模様は
地獄の炎の川だ），さらに日常への遊びへと広が
り，お化けの世界を作りたいという子どもの思い
を具体化しつつ，子どもと保育者の力で作り上げ
た「夜の光の世界ごっこ」の様子を動画で紹介し
ていただいた。自分たちでこれがやりたいという
思いを持つ子どもたちと，ともに考え，実現に向
けチャレンジをしていく保育者。子どもと保育者
との協同の過程を知ることができた。
　参加者の感想からは，「両園とも子どもたち自
身の発見や喜びを，保育者の喜びとして受け止め
ていた」「探求を共有し，時には大人ができるこ
とで共にイメージを形にし，活動の幅を広げてい
く様子が，実践に如実に現れていた」「新しい保
育をやってみたいという気持ちがわいた」など，
参加者自身が子どもの探究心について考え，自身
の保育に生かしたいという思いが綴られていた。
（佐久間）
分科会２　子ども・子育て支援法体制と
　　　　　「保育」の今後
講師　村山祐一（保育研究所所長）
　村山氏によれば，今，我が国の保育制度や，そ
報
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れを取り巻く社会状況は大きな節目を迎えている
という。転換点は 2000 年以降。このあたりから，
保育の問題は，保護者や保育者のみの問題ではな
く，社会全体の問題として捉えられるようになっ
てきた。その結果，社会全体が保育に関して発言
するようになったわけだが，様々な立場の人間が
発言するが故に，「保育」に対するイメージや，
そこに何を求めるのかといった点について違いも
大きい。違うからこそ，大いに議論する必要があ
るのだが，その際に，一番近くで，子どもの生活
をまるごと経験している保育者こそ，しっかりと
発言していくことが重要である，とのことであっ
た。
　新制度（子ども・子育て関連三法）については，
未確定の部分もあるにせよ，現時点での課題等を
以下の点から訴えた。
１．子ども・子育て支援法
・管轄は内閣府となる。
・現行の運営費補助金や私学助成は，直接施設へ
の交付となるが，新制度の「給付」は施設で
はなく，保護者への給付となる。
・補助金は廃止となる。ただし，認定こども園や
給付対象の幼稚園以外には，私学助成（幼稚
園），及び市町村委託費（保育所）が継続となる。
・介護保険制度がモデルとなっている。
２．改正認定こども園法
・管轄は内閣府となる。
・現行の認定こども園法とは大きく異なる。特に
幼保連携型。
・改正法は，企業参入を推進するようなシステム
になっているのではないか。（現在の学校教育
法は，学校法人を作らなければ企業の参入は
認められていない）
・補助金を廃止し，施設型給付へ。補助金は，
国・市町村と施設の関係の中で運用されてい
たが，給付は「保護者への給付」であるとい
うこと。つまり，保護者の権利保障につなが
るため，例えば，園バスでの送迎時間は保育
時間と認められず，こうした点が運営に影響
を及ぼすのではないか。（介護保険制度モデル）
３．子ども・子育て支援法，改正認定こども園法
に関する整備法により改正された法律
・50 数本の法律が改正された。その中心が児童
福祉法と児童手当法である。
・児童福祉法：第 24 条が大きな問題となった。
改正案では，第 24 条第 1 項が削除されていた
が，園長を中心とした全国の保育者の運動等
もあり，削除を免れた。
・児童手当法：あまり問題にされていないが，大
きく変わった。管轄，財源共に内閣府となった。
・児童手当法の改正によって，児童館への補助金
（児童手当拠出金）等が廃止。それに伴い，
国立児童館である「子どもの城」も 2013 年度
末で閉館することとなった。今後，児童館事
業の縮小が予想される。（児童館は地域子育て
支援事業からも除かれている）
４．公定価格
・公定価格については 2013 年度末にかけて，議
論されていく予定。
・給付の算定にあたって，当初考えられていたの
は，介護保険制度をモデルとした，「包括的な
報酬体系」。この方法では，給付費の中に積み
上げられた対象項目が必ずしも明確ではない
ため，他の補助事業との組み合わせ等がしに
くくなる。
・現行の「個別費目積み上げ方式」が望ましい。
これに対しては，国には算定基準を明示して
もらわなければならないが，今後議論されて
いくのか。動向を見守る必要がある。
・保育所にかかわる市町村委託費の内容，実際の
運営を規定する項目が，法律には明記されて
いない（付則 6 条に文言だけはある）。制度に
位置づかなければ実施されない。政府省令の
中に，規定されるのか。今後の動向を見守る
必要がある。
・実は，児童福祉法に位置づいていた，保育所施
設整備の補助金等も廃止となる。
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　フロアからは，①保育所への「委託費」と「給付」
について，応諾義務についてはどのように異なる
のか，②保育時間について，入園式，運動会など，
保護者の就労と関係なく行う行事等の対応はどう
すればよいのか，③幼保連携型認定こども園にお
ける保育者の資格・免許（職名としての「保育教
諭」）について，④現在，幼稚園として運営の園が，
こども園に移行した場合，夏休みや冬休みの運営
はどのように変わるのか，⑤地方版「子ども・子
育て会議」に出席するにあたって，どのような点
に注意して出席・発言をすればよいのか，といっ
た質問やアドヴァイスを求める声があがった。
（長井）
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